
システムメッセージロギングの設定

この章は、次の内容で構成されています。

•システムメッセージロギングの概要, on page 1
•システムメッセージロギングの注意事項および制約事項（2ページ）
•システムメッセージロギングのデフォルト設定, on page 3
•システムメッセージロギングの設定（3ページ）
• DOMロギングの構成（18ページ）
•システムメッセージロギングの設定確認, on page 19
•繰り返されるシステムロギングメッセージ（20ページ）

システムメッセージロギングの概要
システムメッセージロギングを使用して宛先を制御し、システムプロセスが生成するメッセー

ジの重大度をフィルタリングできます。端末セッション、ログファイル、およびリモートシ

ステム上の Syslogサーバへのロギングを設定できます。

システムメッセージのフォーマットおよびデバイスが生成するメッセージの詳細については、

『Cisco NX-OS System Messages Reference』を参照してください。

デフォルトでは、Cisco Nexusデバイスはメッセージをターミナルセッションへ出力します。

デフォルトでは、スイッチはシステムメッセージをログファイルに記録します。

次の表に、システムメッセージで使用されている重大度を示します。重大度を設定する場合、

システムはそのレベル以下のメッセージを出力します。

Table 1:システムメッセージの重大度

説明レベル

システムが使用不可0：緊急

即時処理が必要1：アラート

クリティカル状態2：クリティカル
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説明レベル

エラー状態3：エラー

警告状態4：警告

正常だが注意を要する状態5：通知

単なる情報メッセージ6：情報

デバッグ実行時にのみ表示7：デバッグ

重大度 0、1、または 2の最新のメッセージを 100個まで不揮発性 RAM（NVRAM）ログに記
録します。NVRAMへのロギングは設定できません。

メッセージを生成したファシリティと重大度に基づいて記録するシステムメッセージを設定で

きます。

Syslogサーバ
syslogサーバーは、syslogプロトコルに基づいてシステムメッセージを記録するよう設定され
たリモートシステムで稼働します。最大 8台の syslogサーバーにログを送信するように Cisco
Nexusシリーズスイッチを構成できます。CFSが有効の場合は、最大 3台の syslogサーバーを
構成できます。

ファブリック内のすべてのスイッチで syslogサーバーの同じ構成をサポートするために、Cisco
Fabric Services（CFS）を使用して syslogサーバー構成を配布できます。

スイッチを最初に初期化する場合、ネットワークが初期化されてからメッセージがSyslogサー
バーに送信されます。

Note

システムメッセージロギングの注意事項および制約事項
システムメッセージロギングには次の設定上の注意事項と制約事項があります。

•システムメッセージは、デフォルトでコンソールおよびログファイルに記録されます。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(4a)M以降では、syslogプロトコル RFC 5424を有効にする既存
の logging rfc-strict 5424コマンド（オプション）が、次のように新しいキーワード（full）
を追加することで拡張されています。

logging rfc-strict 5424 full

このキーワードを追加すると、Syslogプロトコルの RFC 5424標準に完全に準拠します。
ただし、[APP-NAME] [PROCID] [MSG-ID] [STRUCTRED-DATA]フィールドに値が使用できない

場合、nil値はダッシュ（-）で示されます。

システムメッセージロギングの設定
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• Cisco NX-OSリリース 10.5（3）以降では、syslogプロトコル RFC 5424を有効にする既存
の logging rfc-strict 5424コマンド（オプション）が、次のように新しいキーワード（utc）
を追加することで拡張されています。

logging rfc-strict 5424 utc

このキーワードを追加すると、UTC時刻フォーマット付きの Syslogプロトコルの RFC
5424標準を有効にします。

次のコマンドを使用して、SyslogプロトコルのRFC 5424標準にUTC時間形式で完全に準
拠することもできます： logging rfc-strict 5424 utc full。

システムメッセージロギングのデフォルト設定
次の表に、システムメッセージロギングパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 2:デフォルトのシステムメッセージロギングパラメータ

デフォルトパラメータ

重大度 2でイネーブルコンソールロギング

重大度 2でイネーブルモニタロギング

重大度5のメッセージロギングがイネーブルログファイルロギング

重大度 5でイネーブルモジュールロギング

イネーブルファシリティロギング

秒タイムスタンプ単位

ディセーブルSyslogサーバロギング

無効化Syslogサーバ設定の配
布

システムメッセージロギングの設定

ターミナルセッションへのシステムメッセージロギングの設定

コンソール、Telnet、およびセキュアシェルセッションに対するシビラティ（重大度）によっ
て、メッセージを記録するようスイッチを設定できます。

デフォルトでは、ターミナルセッションでロギングはイネーブルです。

システムメッセージロギングの設定
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SUMMARY STEPS

1. switch# terminal monitor
2. switch# configure terminal
3. switch(config)# logging console [severity-level]
4. (Optional) switch(config)# no logging console [severity-level]
5. switch(config)# logging monitor [severity-level]
6. (Optional) switch(config)# no logging monitor [severity-level]
7. (Optional) switch# show logging console
8. (Optional) switch# show logging monitor
9. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンソールから現在の端末セッションに syslogメッ
セージをコピーします。

switch# terminal monitorステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 2

指定されたシビラティ（重大度）（またはそれ以

上）に基づくコンソールセッションへのメッセージ

switch(config)# logging console [severity-level]ステップ 3

の記録をイネーブルにします（数字が小さいほうが

シビラティ（重大度）が高いことを示します）。重

大度は 0～ 7の範囲です。

• 0：緊急

• 1：アラート

• 2：クリティカル

• 3：エラー

• 4：警告

• 5：通知

• 6：情報

• 7：デバッグ

重大度が指定されていない場合、デフォルトの 2が
使用されます。

コンソールへのロギングメッセージをディセーブル

にします。

(Optional) switch(config)# no logging console
[severity-level]

ステップ 4

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

指定されたシビラティ（重大度）（またはそれ以

上）に基づくモニターへのメッセージの記録をイ

switch(config)# logging monitor [severity-level]ステップ 5

ネーブルにします（数字が小さいほうがシビラティ

（重大度）が高いことを示します）。重大度は 0～
7の範囲です。

• 0：緊急

• 1：アラート

• 2：クリティカル

• 3：エラー

• 4：警告

• 5：通知

• 6：情報

• 7：デバッグ

重大度が指定されていない場合、デフォルトの 2が
使用されます。

設定は Telnetおよび SSHセッションに適用されま
す。

TelnetおよびSSHセッションへのメッセージロギン
グをディセーブルにします。

(Optional) switch(config)# no logging monitor
[severity-level]

ステップ 6

コンソールロギング設定を表示します。(Optional) switch# show logging consoleステップ 7

モニタロギング設定を表示します。(Optional) switch# show logging monitorステップ 8

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configステップ 9

Example

次に、コンソールのロギングレベルを 3に設定する例を示します。
switch# configure terminal

switch(config)# logging console 3

次に、コンソールのロギングの設定を表示する例を示します。

switch# show logging console

Logging console: enabled (Severity: error)

システムメッセージロギングの設定
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次に、コンソールのロギングをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal

switch(config)# no logging console

次に、ターミナルセッションのロギングレベルを 4に設定する例を示します。
switch# terminal monitor

switch# configure terminal

switch(config)# logging monitor 4

次に、ターミナルセッションのロギングの設定を表示する例を示します。

switch# show logging monitor

Logging monitor: enabled (Severity: warning)

次に、ターミナルセッションのロギングをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal

switch(config)# no logging monitor

ファイルへのシステムメッセージロギングの設定

システムメッセージをファイルに記録するようスイッチを設定できます。デフォルトでは、シ

ステムメッセージはファイル log:messagesに記録されます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# logging logfile logfile-name severity-level [ size bytes]
3. (Optional) switch(config)# no logging logfile [logfile-name severity-level [ size bytes]]
4. (Optional) switch# show logging info
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

システムメッセージを保存するのに使用するログ

ファイルの名前と、記録する最小シビラティ（重大

switch(config)# logging logfile logfile-name severity-level
[ size bytes]

ステップ 2

度）を設定します。任意で最大ファイルサイズを指

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

定できます。デフォルトの重大度は 5です。ファイ
ルサイズは 4194304です。

重大度は 0～ 7の範囲です。

• 0：緊急

• 1：アラート

• 2：クリティカル

• 3：エラー

• 4：警告

• 5：通知

• 6：情報

• 7：デバッグ

ファイルサイズは 4096～ 10485760バイトです。

ログファイルへのロギングをディセーブルにしま

す。任意で最大ファイルサイズを指定できます。デ

(Optional) switch(config)# no logging logfile [logfile-name
severity-level [ size bytes]]

ステップ 3

フォルトの重大度は 5です。ファイルサイズは
4194304です。

ロギング設定を表示します。任意で最大ファイルサ

イズを指定できます。デフォルトの重大度は 5で
す。ファイルサイズは 4194304です。

(Optional) switch# show logging infoステップ 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configステップ 5

Example

次に、システムメッセージをファイルに記録するようスイッチを設定する例を示しま

す。

switch# configure terminal
switch(config)# logging logfile my_log 6 size 4194304

次の例は、ロギング設定の表示方法を示しています（簡潔にするため、一部の出力が

削除されています）。

switch# show logging info
Logging console: enabled (Severity: debugging)
Logging monitor: enabled (Severity: debugging)
Logging timestamp: Seconds
Logging server: disabled
Logging logfile: enabled

システムメッセージロギングの設定
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Name - my_log: Severity - informational Size - 4194304
Facility Default Severity Current Session Severity
-------- ---------------- ------------------------
aaa 3 3
afm 3 3
altos 3 3
auth 0 0
authpriv 3 3
bootvar 5 5
callhome 2 2
capability 2 2
cdp 2 2
cert_enroll 2 2
...

モジュールおよびファシリティメッセージのロギングの設定

モジュールおよびファシリティに基づいて記録するメッセージの重大度およびタイムスタンプ

の単位を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# logging module [severity-level]
3. switch(config)# logging level facility severity-level

4. (Optional) switch(config)# no logging module [severity-level]
5. (Optional) switch(config)# no logging level [facility severity-level]
6. (Optional) switch# show logging module
7. (Optional) switch# show logging level [facility]
8. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

指定された重大度またはそれ以上の重大度であるモ

ジュールログメッセージをイネーブルにします。

重大度は 0～ 7の範囲です。

switch(config)# logging module [severity-level]ステップ 2

• 0：緊急

• 1：アラート

• 2：クリティカル

• 3：エラー

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

• 4：警告

• 5：通知

• 6：情報

• 7：デバッグ

重大度が指定されていない場合、デフォルトの 5が
使用されます。

指定された重大度またはそれ以上の重大度である指

定のファシリティからのロギングメッセージをイ

ネーブルにします。重大度は 0～ 7です。

switch(config)# logging level facility severity-levelステップ 3

• 0：緊急

• 1：アラート

• 2：クリティカル

• 3：エラー

• 4：警告

• 5：通知

• 6：情報

• 7：デバッグ

同じ重大度をすべてのファシリティに適用するに

は、allファシリティを使用します。デフォルト値に
ついては、show logging levelコマンドを参照してく
ださい。

Note
コンポーネントの現行セッションのシビラティ（重

大度）がデフォルトのシビラティ（重大度）と同じ

場合には、実行構成でそのコンポーネントのログ

レベルが表示されないことが予想されます。

モジュールログメッセージをディセーブルにしま

す。

(Optional) switch(config)# no logging module
[severity-level]

ステップ 4

指定されたファシリティのロギングシビラティ（重

大度）をデフォルトレベルにリセットします。ファ

(Optional) switch(config)# no logging level [facility
severity-level]

ステップ 5

シリティおよびシビラティ（重大度）を指定しない

と、スイッチはすべてのファシリティをデフォルト

レベルにリセットします。

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

モジュールロギング設定を表示します。(Optional) switch# show logging moduleステップ 6

ファシリティごとに、ロギングレベル設定およびシ

ステムのデフォルトレベルを表示します。ファシリ

(Optional) switch# show logging level [facility]ステップ 7

ティを指定しないと、スイッチはすべてのファシリ

ティのレベルを表示します。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configステップ 8

Example

次に、モジュールおよび特定のファシリティメッセージのシビラティ（重大度）を設

定する例を示します。

switch# configure terminal

switch(config)# logging module 3

switch(config)# logging level aaa 2

ロギングタイムスタンプの設定

Cisco Nexusシリーズスイッチによって記録されるメッセージのタイムスタンプの単位を設定
できます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# logging timestamp {microseconds | milliseconds | seconds}
3. (Optional) switch(config)# no logging timestamp {microseconds | milliseconds | seconds}
4. (Optional) switch# show logging timestamp
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

ロギングタイムスタンプ単位を設定します。デフォ

ルトでは、単位は秒です。

switch(config)# logging timestamp {microseconds |
milliseconds | seconds}

ステップ 2

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

ロギングタイムスタンプ単位をデフォルトの秒にリ

セットします。

(Optional) switch(config)# no logging timestamp
{microseconds | milliseconds | seconds}

ステップ 3

設定されたロギングタイムスタンプ単位を表示しま

す。

(Optional) switch# show logging timestampステップ 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configステップ 5

Example

次に、メッセージのタイムスタンプ単位を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# logging timestamp milliseconds
switch(config)# exit
switch# show logging timestamp
Logging timestamp: Milliseconds

RFC 5424に準拠したロギング syslogの構成
コマンドは、次の方法で変更できます：

• [no] logging rfc-strict 5424

• show logging rfc-strict 5424

手順の概要

1. switch(config)#[no] logging rfc-strict 5424
2. switch(config)# logging rfc-strict 5424
3. switch(config)#show logging rfc-strict 5424

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）コマンドを無効にするか、またはそ

のデフォルトに設定します

switch(config)#[no] logging rfc-strict 5424ステップ 1

メッセージロギングファシリティを変更し、メッ

セージが準拠する必要のある RFCを設定します。
switch(config)# logging rfc-strict 5424ステップ 2

RFC 5424に準拠する syslogを表示しますswitch(config)#show logging rfc-strict 5424ステップ 3

システムメッセージロギングの設定
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syslogサーバの設定
システムメッセージを記録する、リモートシステムを参照する syslogサーバーを最大で 8台
設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. logging server host [severity-level [ use-vrf vrf-name [ facility facility]]]
3. (Optional) no logging server host

4. (Optional) show logging server
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ホストが syslogメッセージを受信するように設定し
ます。

logging server host [severity-level [ use-vrf vrf-name [
facility facility]]]

Example:

ステップ 2

• host引数は、syslogサーバーホストのホスト名
または IPv4または IPv6アドレスを示します。switch(config)# logging server 172.28.254.254 5

use-vrf default facility local3

• severity-level引数は、指定したレベルに syslog
サーバーへのメッセージのロギングを制限しま

す。シビラティ（重大度）は 0～ 7の範囲で
す。Table 1:システムメッセージの重大度 , on
page 1を参照してください。

• use vrf vrf-nameキーワードは、VRF名のデフォ
ルトまたは管理値を示します。特定のVRFが指
定されない場合は、managementがデフォルトで
す。

show runningコマンドの出力には、次の構成シ
ナリオに基づいてVRFが表示される場合と表示
されない場合があります：

• VRFが構成されていない場合、システムは
管理VRFをデフォルトとして使用します。
この VRFは出力に表示されません。

システムメッセージロギングの設定
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PurposeCommand or Action

•管理VRFが構成済みである。その後、この
VRFは、システムがデフォルトとして識別
するため、の出力には表示されません。

•その他のVRFが構成されています。それか
ら、この VRFが出力に表示されます。

Note
現在の Cisco Fabric Services（CFS）配信では
VRFをサポートしていません。CFS配信がイ
ネーブルの場合、デフォルト VRFで構成され
ているロギングサーバーは管理 VRFとして配
布されます。

• facility引数は syslogファシリティタイプを指定
します。デフォルトの発信ファシリティは local7
です。

ファシリティは、使用している Cisco Nexusシ
リーズソフトウェアのコマンドリファレンス

に記載されています。

Note
デバッグは CLIファシリティですが、デバッグの
syslogはサーバーに送信されません。

指定されたホストのロギングサーバーを削除しま

す。

(Optional) no logging server host

Example:

ステップ 3

switch(config)# no logging server 172.28.254.254
5

Syslogサーバー構成を表示します。(Optional) show logging server

Example:

ステップ 4

switch# show logging server

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を継続的に保存します。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:
switch(config)# copy running-config startup-config

ステップ 5

Example

次に、syslogサーバーを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# logging server 172.28.254.254 5

システムメッセージロギングの設定
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use-vrf default facility local3

switch# configure terminal
switch(config)# logging server 172.28.254.254 5 use-vrf management facility local3

UNIXまたは Linuxシステムでの syslogの設定

/etc/syslog.confファイルに次の行を追加して、UNIXまたはLinuxシステム上に syslogサーバー
を設定できます。

facility.level <five tab characters> action

次の表に、設定可能な syslogフィールドを示します。

Table 3: syslog.confの syslogフィールド

説明フィール

ド

メッセージの作成者。auth、authpriv、cron、daemon、kern、lpr、mail、mark、
news、syslog、user、local0～ local7です。アスタリスク（*）を使用するとすべて
を指定します。これらのファシリティ指定により、発信元に基づいてメッセージ

の宛先を制御できます。

Note
ローカルファシリティを使用する前に設定をチェックします。

Facility

メッセージを記録する最小重大度。debug、info、notice、warning、err、crit、alert、
emergです。アスタリスク（*）を使用するとすべてを指定します。noneを使用
するとファシリティをディセーブルにできます。

Level

メッセージの宛先。ファイル名、前にアットマーク（@）が付いたホスト名、カ
ンマで区切られたユーザーリストです。アスタリスク（*）を使用するとすべて
のログインユーザーを指定します。

Action

SUMMARY STEPS

1. /etc/syslog.confファイルに次の行を追加して、ファイル /var/log/myfile.logに local7ファシ
リティのデバッグメッセージを記録します。

2. シェルプロンプトで次のコマンドを入力して、ログファイルを作成します。

3. 次のコマンドを入力して、システムメッセージロギングデーモンがmyfile.logをチェック
して、新しい変更を取得するようにします。

システムメッセージロギングの設定
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DETAILED STEPS

Procedure

ステップ 1 /etc/syslog.confファイルに次の行を追加して、ファイル /var/log/myfile.logに local7ファシリティのデバッグ
メッセージを記録します。

debug.local7 /var/log/myfile.log

ステップ 2 シェルプロンプトで次のコマンドを入力して、ログファイルを作成します。

$ touch /var/log/myfile.log

$ chmod 666 /var/log/myfile.log

ステップ 3 次のコマンドを入力して、システムメッセージロギングデーモンがmyfile.logをチェックして、新しい変
更を取得するようにします。

$ kill -HUP ~cat /etc/syslog.pid~

syslogサーバー設定の配布の設定
Cisco Fabric Services（CFS）インフラストラクチャを使用して、ネットワーク内の他のスイッ
チへ Syslogサーバー設定を配布できます。

Syslogサーバー設定の配布をイネーブルにすると、配布設定をコミットする前に Syslogサー
バー設定を変更し、保留中の変更を表示できます。配布がイネーブルである限り、スイッチは

Syslogサーバー設定に対する保留中の変更を維持します。

スイッチを再起動すると、揮発性メモリに保存されているsyslogサーバー設定の変更は失われ
ることがあります。

Note

Before you begin

1つまたは複数の syslogサーバーを設定しておく必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# logging distribute
3. switch(config)# logging commit
4. switch(config)# logging abort
5. (Optional) switch(config)# no logging distribute
6. (Optional) switch# show logging pending

システムメッセージロギングの設定
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7. (Optional) switch# show logging pending-diff
8. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

CFSインフラストラクチャを使用して、ネットワー
クスイッチへの syslogサーバー設定の配布をイネー

switch(config)# logging distributeステップ 2

ブルにします。デフォルトでは、配布はディセーブ

ルです。

ファブリック内のスイッチへ配布するための Syslog
サーバー設定に対する保留中の変更をコミットしま

す。

switch(config)# logging commitステップ 3

Syslogサーバー設定に対する保留中の変更をキャン
セルします。

switch(config)# logging abortステップ 4

CFSインフラストラクチャを使用して、ネットワー
クスイッチへの syslogサーバー設定の配布をディ

(Optional) switch(config)# no logging distributeステップ 5

セーブルにします。設定変更が保留中の場合は、配

布をディセーブルにできません。logging commitお
よび logging abortコマンドを参照してください。デ
フォルトでは、配布はディセーブルです。

Syslogサーバー設定に対する保留中の変更を表示し
ます。

(Optional) switch# show logging pendingステップ 6

syslogサーバー設定の保留中の変更に対して、現在
の syslogサーバー設定との違いを表示します。

(Optional) switch# show logging pending-diffステップ 7

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configステップ 8

ログファイルの表示およびクリア

ログファイルおよび NVRAMのメッセージを表示したり消去したりできます。

SUMMARY STEPS

1. switch# show logging last number-lines

2. switch# show logging logfile [ start-time yyyy mmm dd hh:mm:ss] [ end-time yyyy mmm dd hh:mm:ss]
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3. switch# show logging nvram [ last number-lines]
4. switch# clear logging logfile
5. switch# clear logging nvram

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ロギングファイルの最終行番号を表示します。最終

行番号には 1～ 9999を指定できます。
switch# show logging last number-linesステップ 1

入力されたスパン内にタイムスタンプがあるログ

ファイルのメッセージを表示します。終了時間を入

switch# show logging logfile [ start-time yyyy mmm dd
hh:mm:ss] [ end-time yyyy mmm dd hh:mm:ss]

ステップ 2

力しないと、現在の時間が使用されます。月の時間

フィールドには 3文字を、年と日の時間フィールド
には数値を入力します。

NVRAMのメッセージを表示します。表示される行
数を制限するには、表示する最終行番号を入力でき

ます。最終行番号には 1～ 100を指定できます。

switch# show logging nvram [ last number-lines]ステップ 3

ログファイルの内容をクリアします。switch# clear logging logfileステップ 4

NVRAMの記録されたメッセージをクリアします。switch# clear logging nvramステップ 5

Example

次に、ログファイルのメッセージを表示する例を示します。

switch# show logging last 40

switch# show logging logfile start-time 2007 nov 1 15:10:0

switch# show logging nvram last 10

次に、ログファイルのメッセージをクリアする例を示します。

switch# clear logging logfile

switch# clear logging nvram

システムメッセージロギングの設定
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DOMロギングの構成

DOMロギングの有効化

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# system ethernet dom polling

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

トランシーバのデジタルオプティカルモニタリン

グの定期的なポーリングを有効にします。

switch(config)# system ethernet dom pollingステップ 2

例

次に、DOMロギングを有効にする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# system ethernet dom polling

DOMロギングの無効化

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no system ethernet dom polling

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

システムメッセージロギングの設定
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目的コマンドまたはアクション

トランシーバのデジタルオプティカルモニタリン

グの定期的なポーリングを無効にします。

switch(config)# no system ethernet dom pollingステップ 2

例

次の例は、DOMロギングを無効にする方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# no system ethernet dom polling

DOMロギング構成の確認
目的コマンド

トランシーバのデジタルオプティカルモニタ

リングの定期的なポーリングステータスを表

示します。

show system ethernet dom polling status

システムメッセージロギングの設定確認
システムメッセージのロギング設定情報を確認するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

コンソールロギング設定を表示します。show logging console

ロギング設定を表示します。show logging info

IPアクセスリストキャッシュを表示します。show logging ip access-list cache

IPアクセスリストキャッシュに関する詳細情報を表
示します。

show logging ip access-list cache detail

IPアクセスリストキャッシュのステータスを表示し
ます。

show logging ip access-list status

ログファイルの末尾から指定行数を表示します。show logging last number-lines

ファシリティロギングシビラティ（重大度）設定を

表示します。

show logging level [facility]

ログファイルのメッセージを表示します。show logging logfile [ start-time yyyy mmm
dd hh:mm:ss] [ end-time yyyy mmm dd
hh:mm:ss]

システムメッセージロギングの設定
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目的コマンド

モジュールロギング設定を表示します。show logging module

モニタロギング設定を表示します。show logging monitor

NVRAMログのメッセージを表示します。show logging nvram [ last number-lines]

Syslogサーバーの保留中の配布設定を表示します。show logging pending

Syslogサーバーの保留中の配布設定の違いを表示し
ます。

show logging pending-diff

Syslogサーバー設定を表示します。show logging server

ロギングセッションのステータスを表示します。show logging session

ロギングステータスを表示します。show logging status

ロギングタイムスタンプ単位設定を表示します。show logging timestamp

繰り返されるシステムロギングメッセージ
システムプロセスはロギングメッセージを生成します。生成される重大度レベルを制御する

ために使用されるフィルタによっては、多数のメッセージが生成され、その多くが繰り返され

ます。

ロギングメッセージの量を管理するスクリプトの開発を容易にし、show logging logコマンド
の出力の「フラッディング」から繰り返されるメッセージを排除するために、繰り返される

メッセージをロギングする次の方法が使用されます。

以前の方法では、同じメッセージが繰り返された場合、デフォルトでは、メッセージ内でメッ

セージが再発生した回数が示されていました。

2019 Mar 11 13:42:44 Cisco-customer %PTP-2-PTP_INCORRECT_PACKET_ON_SLAVE:
Incorrect delay response packet received on slave interface Eth1/48 by
2c:5a:0f:ff:fe:51:e9:9f. Source Port Identity is 08:00:11:ff:fe:22:3e:4e. Requesting
Port
Identity is 00:1c:73:ff:ff:ee:f6:e5
2019 Mar 11 13:43:15 Cisco-customer last message repeated 242 times

新しいメソッドは、繰り返しメッセージの最後に繰り返し回数を追加するだけです。

2019 Mar 11 13:42:44 Cisco-customer %PTP-2-PTP_INCORRECT_PACKET_ON_SLAVE:
Incorrect delay response packet received on slave interface Eth1/48 by
2c:5a:0f:ff:fe:51:e9:9f. Source Port Identity is 08:00:11:ff:fe:22:3e:4e. Requesting
Port
Identity is 00:1c:73:ff:ff:ee:f6:e5

2019 Mar 11 13:43:15 Cisco-customer %PTP-2-PTP_INCORRECT_PACKET_ON_SLAVE:
Incorrect delay response packet received on slave interface Eth1/48 by
2c:5a:0f:ff:fe:51:e9:9f. Source Port Identity is 08:00:11:ff:fe:22:3e:4e. Requesting
Port
Identity is 00:1c:73:ff:ff:ee:f6:e5 (message repeated 242 times)
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